
水
生
昆
虫
談
話
会
メ
ン
バ
ー
の
来
訪

５
月
10
日
（
日
）
、
水
生
昆
虫
談
話
会

員
で
群
馬
県
自
然
環
境
保
全
審
議
会
委
員

の
掛
川
優
子
さ
ん
、
神
奈
川
環
境
科
学
セ

ン
タ
ー
の
野
崎
隆
夫
さ
ん
、
信
州
大
学
の

学
生
他
約
20
名
の
皆
さ
ん
が
「
赤
谷
の
森
」

を
訪
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
「
い
き
も
の
村
」
で
赤
谷
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
に
つ
い
て
聞
い
て
い

た
だ
い
た
後
、
茂
倉
沢
や
小
出
俣
沢
で
水

生
昆
虫
を
調
査
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
環
境
省
や
国
土
交
通
省
な
ど

に
お
い
て
も
河
川
の
水
質
環
境
の
指
標
と

し
て
、
生
息
し
て
い
る
水
生
昆
虫
の
調
査

結
果
を
活
用
し
て
い
る
な
ど
、
参
考
と
な

る
事
例
に
つ
い
て
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
渓
流
環
境

復
元
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、

渓
流
を
自
然
本
来
の
姿
に
復
元
す
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
は
渓
流
環
境
の
指
標
と
し
て
水
生
昆
虫

に
つ
い
て
、
よ
り
着
目
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

放
送
大
学
の
面
接
授
業

昨
年
度
か
ら
、
放
送
大
学
群
馬
学
習
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
面
接
授
業
を
赤
谷
森
林
環

境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
（
財
）
日

本
自
然
保
護
協
会
が
連
携
し
、
「
生
物
多

様
性
保
全
と
国
有
林
管
理
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
5
月
16
日
（
土
）
・
17
日

（
日
）
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
「
赤
谷
の

森
」
な
ど
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
、
放
送

大
学
の
生
徒
約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
沼
田
市
図
書
館
で
赤
谷
森

林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長
か

ら
「
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
と
そ
の

意

義

」

を

、

（
財
）
日
本
自

然
保
護
協
会
か

ら
「
生
物
多
様

性
保
全
と
新
し

い
時
代
に
お
け

る
地
域
環
境
管

理
」
な
ど
の
講

義
を
行
い
ま
し

た
。二

日
目
の
野
外
授
業
は
あ
い
に
く
の
小

雨
模
様
で
し
た
が
、
「
赤
谷
の
森
」
の
豊

か
な
自
然
を
観
察
す
る
と
と
も
に
、
当
局

Ｏ
Ｂ
の
長
島
成
和
氏
が
、
森
林
土
壌
と
植

生
の
関
係
や
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
解
説

を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
活
用
し
て
、

林
野
庁
が
生
物
多
様
性
の
復
元
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

新
治
中
学
校
総
合
学
習
へ
の
協
力

昨
年
度
か
ら
、
地
元
新
治
中
学
校
か
ら

の
要
請
で
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組

を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
（
「
関
東
の
森
林

か
ら
」
第
61
号
参
照
）
、
今
年
度
も
5
月

20
日
（
水
）
に
、
同
校
の
一
年
生
約
70
名

を
対
象
と
し
て
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

取
組
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
、
「
赤

谷
の
森
」
の
動
物
や
植
物
に
つ
い
て
詳
し

く
解
説
し
ま
し
た
。

「
赤
谷
の
森
」
は
、
日
本
海
側
と
太
平

洋
側
両
方
の
動
植
物
が
生
息
・
生
育
し
て

お
り
、
他
の
地
域
に
比
べ
猛
禽
類
の
繁
殖

状
況
が
良
好
で
、
非
常
に
豊
か
で
特
徴
の

あ
る
自
然
環
境
に
あ
る
こ
と
を
ス
ラ
イ
ド

や
ブ
ナ
と
イ
ヌ
ブ
ナ
の
標
本
な
ど
を
交
え

な
が
ら
解
説
し
ま
し
た
。

「
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
意
外
と
身
の
回

り
の
自
然
に
つ
い
て
知
ら
な
い
。
関
心
が

な
い
。
」
と
の
話
は
教
育
関
係
者
や
地
域

の
方
か
ら
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
赤
谷
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
環
境
教
育
の
取
組
を
通
じ

て
、
こ
れ
か
ら
地
域
を
担
っ
て
い
く
子
供

た
ち
に
、
身
近
に
あ
る
豊
か
な
自
然
環
境

に
少
し
で
も
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

水生昆虫調査の様子

現地で「赤谷の森」について学ぶ

受講生との質疑応答

標本を使ってブナとイヌブナの違いを解説

平成２１年６月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ６３号（４）




